
笹川 慎之介さん

嶋田 柊二さん南 翔大さん

瀧前 琉聖さん

齊藤 圭亮さん

 ▲松原新議長  ▲開会挨拶をする川波議長

 ▲感謝状の贈呈

 ▲挨拶する新役員の方々

通常総会の様子

 ▶
杉
原
新
会
長
に
よ
る
挨
拶

魚
津
、
高
岡
、
砺
波
の
３
建
築

高
等
職
業
訓
練
校
の
生
徒
、
５
名

が
終
了
式
を
む
か
え
ま
し
た
。
各

式
で
は
校
長
か
ら
の
修
了
証
書
授

与
の
後
、
参
列
し
た
多
く
の
来
賓
、

関
係
者
か
ら
修
了
生
に
対
し
祝
福

と
激
励
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
後
、
各
校
に
お
い
て
修
了

生
代
表
が
答
辞
を
述
べ
、
指
導
員

等
関
係
者
へ
の
感
謝
と
建
築
大
工

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
へ
の
決
意

を
述
べ
、
式
を
終
え
ま
し
た
。

県
下
３
訓
練
校
で
修
了
式
を
挙
行

県
下
３
訓
練
校
で
修
了
式
を
挙
行

◆
３
月
19
日（
水
）
午
前
10
時
～

◆
修
了
生
（
２
名
）

瀧
前　

琉
聖
さ
ん

笹
川　

慎
之
介
さ
ん

◆
３
月
25
日（
火
）
午
後
３
時
～

◆
修
了
生
（
２
名
）

齊
藤　

圭
亮
さ
ん

嶋
田　

柊
二
さ
ん

◆
３
月
21
日（
金
）
午
後
２
時
～

◆
修
了
生
（
１
名
）

南　
　

翔
大
さ
ん

高
岡
訓
練
校

砺
波
訓
練
校

建
築
高
等
職
業
訓
練
校

魚
津
訓
練
校

日　

時　

�

令
和
７
年
3
月
7
日（
金
）

午
後
３
時
～

場　

所　

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山

出
席
者　

58
名

総
会
終
了
後
、
県
土
木
部
建
築
住

宅
課
の
北
野
拓
哉
氏
よ
り
、
建
築
基

準
法
等
の
改
正
に
と
も
な
う
建
築
確

認
の
変
更
等
に
つ
い
て
講
演
を
受
け

ま
し
た
。

◆
新
役
員

議　

長　

松
原
由
華
人
（
八　

幡
）

副
議
長　

角
嶋　

大
輔
（
加　

積
）

副
議
長　

松
本　

剛
志
（
八　

尾
）

副
議
長　

南　
　

雅
司
（
西
高
岡
）

副
議
長　

星
屋　

吉
宏
（
砺　

波
）

幹　

事　

安
達　

晴
棟
（
朝　

日
）

幹　

事　

石
坂　

祐
太
（
細　

入
）

幹　

事　

中
根　
　

昇
（
高　

岡
）

幹　

事　

三
島　

智
治
（
城　

端
）

地
区
委
員
長　

講
神　

和
也
（
上　

市
）

令和７年度 令和７年度 通常総会通常総会をを開催開催
令
和
７
年
度
通
常
総
会
が
、
２
月
５
日（
金
）午
後
１

時
30
分
か
ら
に
「
呉
羽
ハ
イ
ツ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
根
塚
会
長
よ
り
、
多
く
の
組
合
員
か
ら
能
登

で
の
応
急
仮
設
木
造
住
宅
の
建
設
に
協
力
が
あ
っ
た
こ

と
へ
の
感
謝
と
、
基
準
賃
金
の
増
額
は
諸
物
価
が
高
騰

す
る
な
か
、
私
た
ち
生
活
を
守
る
た
め
に
も
ぜ
ひ
と
も

必
要
で
あ
り
、
組
合
員
ひ
と
り
、
ひ
と
り
が
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
こ
と
を
挨
拶
で
述
べ
ま
し
た
。

次
に
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
を
行
い
、
細
入
支
部
の
竹

井
達
也
氏
を
議
長
に
選
任
し
、
資
格
審
査
委
員
の
任
命

の
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。
議
案
は
令
和
６
年
度
事

業
経
過
報
告
承
認
の
件
、
令
和
６
年
度
事
業
収
支
決
算

承
認
の
件
、
令
和
７
年
度
入
会
金
・
会
費
承
認
の
件
、

令
和
７
年
度
事
業
計
画
承
認
の
件
、
令
和
７
年
度
事
業

収
支
予
算
承
認
の
件
、
剰
余
金
処
分
承
認
の
件
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件
、
顧
問
推
薦
の
件
の
８
議

案
で
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
後
、
能
登
の
応
急
仮
設
木
造

住
宅
建
設
参
加
者
に
根
塚
会
長
よ
り

感
謝
状
を
贈
呈
し
、
続
い
て
先
に
選

任
さ
れ
た
新
役
員
が
登
壇
し
、
代
表

し
て
杉
原
新
会
長
が
就
任
の
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
、

開
宴
の
杉
原
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

来
賓
の
衆
議
院
議
員�

田
畑
裕
明
氏
、

富
山
県
議
会
議
長�

山
本
徹
氏
、
参
議

院
議
員�

野
上
浩
太
郎
氏
秘
書�

白
川�

智
也
氏
の
挨
拶
の
後
、
富
山
県
建
築

士
会
の
西
野
会
長
か
ら
の
乾
杯
の
発

生
に
よ
り
宴
会
に
移
り
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。

県
連
関
係
組
織
の

総
会
開
催
報
告

青
年
部
協
議
会

職
人
さ
ん
に
出
会
う
日
」な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
、青
年
部
交
流
集

会
へ
の
参
加
、新
役
員
体
制
を
決
議

県連役員体制
役　職 氏　名 専門委員会 支部

会 長 新 杉原　賢磁 福野

副会長

再 山本　浩二 広 報 委 員 長 上市
再 宮永　吉隆 教育指導委員長 岩瀬
新 松原　恭二 財 政 委 員 長 射水
新 寺　　輝雄 労務対策委員長 砺波

理 事

新 本田　晶也 税 金 部 会 長 魚津
再 木下　幸成 技 能 部 会 長 加積
再 永井　　豊 財 務 部 会 長 婦中
再 村田　博司 情 報 部 会 長 大沢野
新 金　　康則 賃金・労働部会長 高岡
再 松村　　満 制 度 部 会 長 高岡南
新 大鋸谷健一 住 宅 部 会 長 小矢部
新 岡野　高志 総務・組織部会長 井波

監 事

再 長田　泰彦 入善
再 浅地　義則 富山
再 堀　　憲三 新湊
新 廣田　正敏 井波

※新・再は会長・副会長・理事・監事ごとの区分による

令和７年度支部長
 支部名 支部長氏名

新川地協

朝 　 日 荒尾　和彦
入 　 善 永田　徳一
黒 　 部 杉本　   優
魚 　 津 池田　直樹
加 　 積 野末　英介
上 　 市 山本　浩二
立 　 山 蝶　　清則

富山地協

水 　 橋 中田　和彦
三 　 郷 岡田　正人
岩 　 瀬 宮永　吉隆
富 　 山 田知本　亮
四 　 方 北川　光夫
八 　 幡 中田　裕之
呉 　 羽 本田　　斎
富 　 南 上井　宏一
大 　 山 澤田　　大
大 沢 野 小川　　学
婦 　 中 中村　　満
八 　 尾 金盛　文孝
細 　 入 竹井　達也
山 　 田 荒屋　貞博

高岡地協

射 　 水 笹川　征一
新 　 湊 土屋　克志
般 若 野 林　　　誠
高 岡 南 山田　康司
高岡東部 高田  成宏
高 　 岡 坂井幸之助
西 高 岡 牧田　英治
太 　 田 平田　　浩
氷 　 見 藤岡　和嘉

両砺波地協

砺 　 波 則島　正之
井 　 波 岡野　高志
福 　 野 新田　和弘
城 　 端 矢倉　聖司
福 　 光 滝下　　実
福 　 岡 稲毛　秀幸
小 矢 部 山本　光秋

地
区
委
員
長　

中
島　

拓
也
（
大
沢
野
）

地
区
委
員
長　

堀
岡　

宗
樹
（
高　

岡
）

地
区
委
員
長　

柴
田　

隆
洋
（
小
矢
部
）

日　

時　

�

令
和
７
年
３
月
28
日（
金
）

午
前
10
時
～

場　

所　

�

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス

出
席
者　

41
名

総
会
終
了
後
、
富
山
県
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
の
福
井
貴
実
子
氏

よ
り
「
こ
こ
ろ
と
身
体
の
健
康
づ
く

り
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
受
講
し
ま

し
た
。

◆
新
役
員

相
談
役　

間
部
宏
一
郎
（
黒　

部
）

会　

長　

小
松　
　

昇
（
射　

水
）

副
会
長　

高
島　

博
志
（
魚　

津
）

副
会
長　

池
上　

敏
久
（
富　

山
）

副
会
長　

安
達　

俊
治
（
射　

水
）

副
会
長　

今
井　

政
廣
（
砺　

波
）

シ
ニ
ア
の
会

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
や
視
察
研
修
会
等

の
事
業
計
画
、役
員
改
選
に
つ
い
て
決
議
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 ▲自宅（左）は25年ほど前に2年かけて一人で建てた。ほぼ金物を使わず加工もすべ
て一人でこなし、木にこだわった。右は長男宅。約10年前に一人で建てた。

地元の祭りに精力的に参加

あ
っ
た
。
27
歳
で
結
婚
し
て
農
家
の

家
に
婿
に
入
り
、
同
じ
頃
独
立
し
て

今
に
至
る
。
今
ま
で
弟
子
は
取
ら
ず

に
一
人
で
仕
事
を
し
て
き
た
。
手
が

足
り
な
い
と
き
は
応
援
を
頼
む
し
、

兄
や
親
戚
な
ど
身
内
に
大
工
が
多
い

か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
人
で
も

間
に
合
っ
て
い
た
。
自
宅
と
隣
に
あ

る
長
男
の
家
も
、
立
ち
前
以
外
は
全

て
一
人
で
建
て
た
も
の
だ
。

Ｑ　

大
工
に
な
っ
た
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ　

生
家
は
農
家
を
営
ん
で
お
り
、

自
分
は
9
人
兄
弟
の
6
番
目
と
し
て

生
ま
れ
育
っ
た
。
長
男
で
あ
る
一
番

上
の
兄
と
次
男
で
あ
る
二
番
目
の
兄

が
大
工
で
、
い
と
こ
や
親
戚
に
も
大

工
が
多
く
い
た
の
で
、
自
分
も
中
学

卒
業
後
は
大
工
に
な
り
、
兄
の
元
で

働
き
た
い
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し

兄
は
す
で
に
抱
え
て
い
る
弟
子
た
ち

の
面
倒
を
見
る
の
に
手
一
杯
と
の
こ

と
で
、
兄
の
元
で
は
な
く
、
福
光
の

あ
る
親
方
の
と
こ
ろ
で
住
み
込
み
で

修
業
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｑ　

修
行
時
代
の
様
子
は
？

Ａ　

修
行
は
お
礼
奉
公
も
含
め
て
3

年
間
。
今
の
時
代
と
は
違
い
、
怒
ら

れ
る
と
す
ぐ
に
何
か
が
飛

ん
で
く
る
よ
う
な
手
厳
し

い
も
の
だ
っ
た
が
、
カ
ン

ナ
削
り
か
ら
墨
付
け
・
手

刻
み
ま
で
様
々
な
こ
と
を

教
わ
る
こ
と
が
で
き
、
親

方
よ
り
も
上
手
に
で
き
る
こ
と
も

あ
っ
た
ほ
ど
。

ま
た
、
住
み
込
み
と
い
う
こ
と
で
、

大
工
の
仕
事
だ
け
で
な
く
、
親
方
の

家
の
仕
事
も
手
伝
っ
て
い
た
。
畑
や

田
ん
ぼ
の
農
作
業
の
ほ
か
、
親
方
の

孫
の
送
り
迎
え
な
ど
何
で
も
や
っ
た

も
の
だ
。

当
時
は
と
に
か
く
早
く
仕
事
を
覚

え
て
一
人
前
に
な
り
、
独
り
立
ち
し

た
い
と
の
一
心
で
ひ
た
す
ら
頑
張
っ

て
い
た
が
、
今
に
し
て
思
え
ば
、
兄

の
元
で
修
行
し
て
い
た
ら
甘
え
が
出

て
し
ま
っ
て
、
こ
ん
な
に
早
く
独
り

立
ち
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
外
に

出
て
厳
し
い
修
行
を
経
た
か
ら
こ
そ
、

早
く
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
、

お
か
げ
で
そ
の
後
ど
こ
で
も
き
ち
ん

と
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
良
か
っ
た
と
思
う
。

Ｑ　

修
行
後
は
？

Ａ　

修
行
後
は
す
ぐ
に
兄
の
元
で
働

き
始
め
た
。
そ
の
後
は
色
々
な
と
こ

ろ
で
勤
め
た
り
、
応
援
に
行
っ
た
り
、

姉
が
い
た
工
務
店
で
働
い
た
こ
と
も

こ
の
た
び
、
定
例
総
会
で
会
長

に
就
任
し
ま
し
た
杉
原
賢
磁
で
す
。

当
連
合
会
は
、
組
合
員
皆
様
の

日
頃
の
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
発
展

し
た
連
合
会
で
す
。
こ
の
県
連
会

長
に
と
お
声
が
か
か
っ
た
こ
と
は

全建総連では、インボイス制度導入による負担軽減をはか
るため、インボイス制度の見直しと負担軽減措置の延長につ
いて、全国で60万筆を目標に要請署名を行うことを決定しま
した。
これを受け、本県でも財務大臣あての要請署名に取り組み
ますので、ご協力をお願いします。

要請項目
⑴	　適格請求書等保存方式について、小零細な課税事業者の
納税額増加や免税事業者が値引き強要や取引の排除などの
影響を受けないような仕組みに見直してください。以上
⑵	　いわゆる「２割特例」「８割控除」などの負担軽減措置に
ついて、適用期間を延長してください。

＊２割特例
インボイス制度を機に免税事業者からインボイス発行事業者と
なった事業者を対象に、消費税の納付税額を売上に係る消費税
額の２割とすることができる特例（令和８年分の申告まで適用
可能）

＊８割控除
買い手である課税事業者への経過措置
経過措置を適用できる期間は、インボイス発行事業者以外の者
からの課税仕入れについても仕入税額控除の対象とすることが
でき、インボイス制度の導入による税負担が軽減される。（当初
３年間は仕入税額相当額の80％、その後３年間は50％が仕入
税額とみなされる）

両砺波地協　城端支部
坂本 俊春さん（69歳）

し
て
解
決
で
き
る
よ
う
、
セ
ミ

ナ
ー
や
勉
強
会
を
考
え
て
い
ま
す
。

６
月
に
松
原
副
会
長
に
よ
る

「
木
造
住
宅
低
コ
ス
ト
耐
震
補
強
」、

７
月
５
日
に
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
も
著
名
な
松
尾
和
也
さ
ん
に
よ

る
「
健
康
で
快
適
な
省
エ
ネ
住
宅

を
経
済
的
に
実
現
す
る
」。
最
新
の

情
報
を
お
客
様
へ
の
提
案
に
つ
な

げ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

一
方
、
昔
か
ら
の
伝
統
工
法
を

学
べ
ば
建
築
の
見
識
が
広
が
り
、

今
の
仕
事
に
応
用
も
可
能
で
、
そ

の
よ
う
な
勉
強
会
も
あ
り
か
な
と

思
い
ま
す
。

他
に
も
、
組
合
員
皆
さ
ん
が

「
入
っ
と
っ
て
良
か
っ
た
～
」
と
思

え
る
組
合
、
建
設
国
保
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
若
い
人
が
大
工
に
な
り

た
い
と
思
え
る
環
境
づ
く
り
、
十

分
な
休
日
、
生
活
に
困
ら
な
い
賃

金
等
、
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
連
合
会

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

連合会会長　杉原　賢磁

富
山
県
連
会
長

就
任
の
ご
挨
拶

インボイス制度の見直しと
負担軽減措置の延長の要請

将
来
的
に
、
価
値
観
の
変
化

や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
影
響
で

連
合
会
の
継
続
が
難
し
く
な
る

と
思
う
の
で
、
今
後
10
年
20
年

と
未
来
へ
繋
が
る
運
営
を
目
指

し
た
い
と
思
い
、「
未
来
へ
繋

が
る
更
な
る
行
動
」
を
今
期
私

自
身
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
ま
し

た
。副

会
長
、
委
員
長
、
理
事
を

は
じ
め
組
合
員
の
皆
様
一
人
ひ

と
り
と
一
緒
に
様
々
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
年
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

よ
く
解
ら
な
い
こ
と
も
多
々

あ
り
ま
す
の
で
皆
様
と
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
甚
だ

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
連

合
会
発
展
の
た
め
に
誠
心
誠
意

努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

何
と
ぞ
前
任
者
同
様
、
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

光
栄
で
は
あ
り
ま
す
が
、
責
任
の
重

さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

現
在
、
私
達
の
建
築
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
大
変
厳
し
い
も
の
で
す
。

・
団
塊
の
世
代
の
方
々
が
引
退
さ

れ
、
新
た
な
人
材
が
入
ら
ず
、
人

手
不
足
。

・
長
く
引
き
上
げ
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
賃
金
問
題
。

・
建
築
基
準
法
改
正
を
始
め
と
す

る
手
続
き
の
専
門
化
・
煩
雑
化
。

・
頻
発
す
る
地
震
に
そ
な
え
て
の

住
宅
耐
震
性
能
向
上
化
。

・
地
球
温
暖
化
を
見
据
え
た
高
断

熱
省
エ
ネ
住
宅
化
。

こ
う
し
た
課
題
を
一
つ
ず
つ
理
解

●
物
故
会
員
名

（
令
和
６
年
12
月
14
日
～
令
和
７
年
４
月
18
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

氷　

見

飯
沼　

邦
光

66
歳

新　

湊

下
保　
　

茂

66
歳

小
矢
部

須
川　

恵
信

73
歳

立　

山

濱
田　

定
男

71
歳

魚　

津

田
村　

忠
男

74
歳

砺　

波

浅
谷　

貞
夫

72
歳

富　

山

水
落
友
太
郎

47
歳

福　

光

高
野　
　

博

93
歳

入　

善

田
中　

和
男

90
歳

魚　

津

泉　

聡
一
郎

44
歳

以
上
10
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

① 丸のこ等取扱い作業従事者特別教育
開催日・講習時間 申込受付締切 募集人数 場所
７月３日（木）

12：45～17：30
（受付12：10～）

６月23日（月） 50名 県連会館２階
会議室

【受講料】3,000円（テキスト代含む）
※ 詳細ならびに申込様式は県連ホームページを参照して

ください。

② 低コスト耐震補強研修会
開催日・講習時間 募集人数 場所

６月18日（水）13：30～ 50名 県連会館２階会議室

【受講料】 5,000円（テキスト代）

この他に「足場の組立て等作業従事者特別教育」の開催
を検討しています。
また昨年、受講者数が定員に未達であったため開催を
中止した「建築物石綿含有建材調査者講習」については、事
前に受講希望者数を調査のうえ開催を検討します。

令和７年度令和７年度
県連主催講習・特別教育について県連主催講習・特別教育について
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田知本理事長加藤副理事長室副理事長髙見常務理事堀代表監事

中川 勝紀
（富山地協 婦中支部）

婦
中
支
部
所
属
の
中
川
勝
紀
で
す
。

私
は
高
校
卒
業
後
、
職
藝
学
院
に

入
学
、
卒
業
後
、（
有
）小
澤
建
築
に

就
職
し
ま
し
た
。

職
藝
学
院
で
は
、
ノ
ミ
の
研
ぎ
方

か
ら
ノ
コ
ギ
リ
の
引
き
か
た
な
ど
基

本
的
な
こ
と
か
ら
込
栓
な
ど
を
使
っ

大
工
に
な
っ
て
10
年

た
伝
統
工
法
を
学
ば
せ
て
も
ら
い
、

就
職
す
る
な
ら
、
手
刻
み
を
し
て
い

る
工
務
店
に
し
よ
う
と
思
い
、
探
し

て
い
る
中
で
小
澤
建
築
に
興
味
を
持

ち
、
電
話
を
し
、
面
接
の
日
を
決
め
、

社
長
か
ら
、
な
ら
４
月
か
ら
ね
と
言

わ
れ
就
職
し
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
、
就
職
し
て
10
年
に

な
り
、
現
場
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
責
任
と
お
客
様
の
笑
顔
の
た
め

に
毎
日
過
ご
し
て
い
ま
す
。

小
澤
高
夫
社
長
に
は
、
毎
日
、
お

客
様
の
た
め
の
家
づ
く
り
や
、
接
し

方
、
一
つ
一
つ
の
作
業
に
対
し
て
の

意
味
を
考
え
て
仕
事
を
し
ろ
！
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
一
番
言

わ
れ
て
い
る
の
が
、
掃
除
で
す
。

掃
除
の
で
き
な
い
職
人
は
仕
事
も

遅
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

気
に
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
の
で

す
が
、
切
っ
た
り
し
た
後
す
ぐ
掃
除

と
は
な
ら
ず
、
掃
除
は
ま
だ
ま
だ
の

よ
う
で
す
。

来
年
に
は
高
卒
の
子
が
入
っ
て
く

る
み
た
い
な
の
で
、
職
場
の
先
輩
と

し
て
、
一
つ
で
も
多
く
の
こ
と
を
教

え
て
あ
げ
れ
れ
ば
な
と
思
い
、
今
か

ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

〈
令
和
７
年
度
事
業
計
画
・
予
算
決
定
〉

通
常
組
合
会
が
、
２
月
28
日（
金
）

午
後
２
時
よ
り
富
山
県
建
築
会
館
２

階
大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

第
１
号
議
案
か
ら
第
８
号
議
案
ま
で

の
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
組
合
会
を
開
催

議
案
第
１
号

令
和
７
年
度 

富
山
県
建
設
国
民
健

康
保
険
組
合
事
業
計
画
の
件

議
案
第
２
号

令
和
7
年
度 

富
山
県
建
設
国
民
健

康
保
険
組
合
歳
入
歳
出
予
算
の
件

議
案
第
３
号

令
和
7
年
度 

富
山
県
建
設
国
民
健

康
保
険
組
合
規
約
の
一
部
改
正
の
件

議
案
第
４
号

令
和
７
年
度 

法
令
遵
守
（
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
）
実
践
計
画
の
件

議
案
第
５
号

令
和
７
年
度 

借
入
金
の
件

議
案
第
６
号

令
和
７
年
度 

保
険
料
の
件

議
案
第
７
号

富
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

役
員
選
任
の
件

議
案
第
８
号

富
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合

顧
問
委
嘱
の
件

●
次
期
執
行
役
員
選
考
会
議
が
3
月
7

日
に
開
催
さ
れ
、
今
後
2
年
間
の
執
行

体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。

（
任
期
：
令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
令
和

9
年
3
月
31
日
）

令
和
７
年
４
月
よ
り
保
険
料
が
変

更
と
な
り
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
令
和
７
年
度
建
設
国
保
の

ご
案
内
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
当
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
て
ご
確
認

下
さ
い
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

社
会
保
障
関
係
予
算
の
削
減
が
強

く
叫
ば
れ
る
厳
し
い
状
況
に
あ
る
た

め
、
２
０
２
６
年
度
に
お
け
る
国
保

組
合
関
係
予
算
の
現
行
水
準
確
保
、

令
和
７
年
度
か
ら
の

保
険
料
の
変
更
に
つ
い
て

ハ
ガ
キ
要
請
行
動（
夏
）の

取
組
み
に
つ
い
て

拡
充
に
向
け
た
取
組
を
強
化
す
る
た

め
、
組
合
員
一
人
ハ
ガ
キ
２
枚
を
目

標
と
し
て
“
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

（
夏
）”
に
取
組
み
ま
す
の
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
調
査
は
、
国
よ
り
国
保
へ
の

国
庫
補
助
額
を
適
切
に
算
定
す
る
た

め
、
定
期
的
に
調
査
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
組
合
員
世
帯
の
所
得
の
調

査
を
適
切
に
行
う
事
が
で
き
る
よ
う

令
和
６
年
の
確
定
申
告
を
確
実
に

行
っ
て
お
い
て
下
さ
い
。

令
和
７
年
度
は
国
か
ら
の

通
知
に
基
づ
く
国
保
組
合

の
組
合
員
の
所
得
調
査
実

施
の
年
で
す
！

令和６年度
特定健診受診率

（3月までの速報値）

地域名 受診
対象者 受診者 受診率

富 山 422 227 53.8%
三 郷 15 8 53.3%
富 南 49 28 57.1%
八 幡 34 19 55.9%
岩 瀬 48 34 70.8%
四 方 43 29 67.4%
水 橋 67 47 70.1%
細 入 18 15 83.3%
婦 中 112 68 60.7%
呉 羽 174 116 66.7%
大 山 36 20 55.6%
大沢野 90 74 82.2%
八 尾 104 61 58.7%
山 田 11 10 90.9%
朝 日 108 67 62.0%
入 善 185 105 56.8%
魚 津 263 142 54.0%
立 山 89 49 55.1%
加 積 146 84 57.5%
上 市 94 46 48.9%
黒 部 180 113 62.8%
高 岡 225 135 60.0%
高岡南 90 55 61.1%
高岡東部 52 37 71.2%
西高岡 72 39 54.2%
太 田 22 14 63.6%
般若野 31 23 74.2%
氷 見 186 110 59.1%
小矢部 95 51 53.7%
福 岡 43 23 53.5%
新 湊 218 89 40.8%
射 水 245 112 45.7%
砺 波 124 87 70.2%
井 波 38 22 57.9%
福 光 65 30 46.2%
福 野 32 24 75.0%
城 端 50 37 74.0%
合 計 3,876 2,250 58.0%

お知らせ
令和７年３月末で、事務局長の山本芳晴が退職いたしました。
新たに４月１日より餅川幸一を採用しております。今後とも宜しくお願いたします。

●�令和7.4.1までに建設国保組合に加入の40～74歳�
（40歳とは、昭和61.3.31生まれまで） 受診券あり

●令和7.4.2以降に建設国保組合に加入の40～74歳（年度途中加入者）
●年度内に75歳になる方（75歳の誕生日前日まで受診できます。）
●39歳以下の方

受診券なし

※受診券は6月以降、所属の地域組合にあります。
※受診券の期限は令和8.2.28までです。
＜受診方法＞①～③の方法があります。
①�地域組合で開催される集団健診で受診
②�指定実施機関を予約して受診
③�指定実施機関以外（かかりつけ医）を予約して受診

受診方法① 受診方法② 受診方法③

手
順
日時・場所等、詳細については所属の
地域組合へお問い合わせください。

直接、健診機関（病院）へ予約（電話等）をしてく
ださい。

受
診
券
地域組合で管理しています。

＜受診券がある方＞
受診時に必ず受診券が必要です。受診券を地域組合
より入手してください。
＜受診券がない方＞
｢健康保険証｣ ｢資格確認書｣ ｢マイナ保険証｣ のい
ずれかを持参してください。

特定健康診査と追加健診の検査項目
受診方法①と② 受診方法③

受診券あり 受診券なし 受診券あり 受診券なし

最大
約20,049円
の検査項目

基本
健診

身体測定、血圧測定、問診、血液
検査、尿検査、診察

無料 無料

無料

＊2
追加
健診

胃がん、肺がん、大腸がん、視力、
聴力、貧血、心電図、眼底、追加
血液検査（肝臓等検査）

＊１

＊１：受診を希望しても、受診することができない項目です。
＊２：�検査項目は医療機関によって異なりますが、費用全額を一旦お支払いいただき、申請により15,000円を

上限として補助いたします。
※指定実施機関等、詳細は「特定健診等のご案内」のチラシをご覧ください。

令和７年度
特定健診について

●
今
回
の
お
父
さ
ん

富
山
地
協 

水
橋
支
部

早
瀬　

祐
一
さ
ん

小
学
校
１
年

早
瀬
い
つ
き
さ
ん

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
建
築

業
を
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

ぼ
く
の
家
も
お
父
さ
ん
が

建
て
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

夏
休
み
に
カ
ブ
ト
ム
シ
を

と
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

カ
ブ
ト
ム
シ
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
小
さ
い
か
ご
だ
と 

住
み
ず
ら
そ
う
な
の
で
、
大

き
な
カ
ブ
ト
ム
シ
の
お
家
を

作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
　
　

カ
ブ
ト
ム
シ
も
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　

ぼ
く
も
大
き
く
な
っ
た
ら

お
父
さ
ん
み
た
い
に
な
り
た
い

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

役
職
名

氏
　
名

支
部
名

顧

問

丸
田
　
和
重

理
事
長

田
知
本
　
亮

富

山

副
理
事
長

加
藤
　
勝
久

射

水

〃

室
　
　
浩
二

入

善

常
務
理
事

髙
見
　
雅
志

井

波

理

事

宮
下
　
　
剛

富

山

〃

小
澤
　
高
夫

婦

中

〃

野
城
　
信
年

呉

羽

〃

吉
本
　
雅
己

八

尾

〃

安
達
　
種
二

朝

日

〃

池
田
　
直
樹

魚

津

〃

蝶
　
　
清
則

立

山

〃

杉
本
　
　
優

黒

部

〃

金
　
　
康
則

高

岡

〃

松
長
　
忠
雄

高
岡
南

〃

亀
谷
　
哲
也

氷

見

〃

土
屋
　
克
志

新

湊

〃

長
澤
　
敏
治

小
矢
部

〃

永
井
加
寿
雄

砺

波

代
表
監
事

堀
　
　
憲
三

新

湊

監

事

浅
地
　
義
則

富

山

〃

長
田
　
泰
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14連勝達成の高岡Aチーム ▲杉原会長による
始球式

●タテのキー
①舌の下で溶かして飲む錠剤
②春の花、紫色が愛らしい…
③秋は刈入れシーズン
④日帰りではありません
⑤会社員から自営業者に転身
⑦三種の神器のひとつ
⑩蕗のここには穴があいている
⑪スサノオノミコトが出雲で退治したもの
⑭茶、あい、浩次といえば？
⑮春の初めの頃
⑯大家さんに毎月払います
⑱免許、ガソリン不要の荷物運搬用二輪車
㉒耳たぶなんて当たり前。ヘソや舌という人も
㉔ある事に深く関わっていること
㉕手袋はテブクロ、足袋は？
㉗ポセイドンは何の神様？

●ヨコのキー
①オリンポス12神の中の最高神
③○○○を閉めて隠れたアマテラス
⑥見よう○○○で覚えました
⑧こすり合わせること
⑨閑静な○○○○的なお宿が人気
⑪投げたり、イカだったり、香車だったり
⑫ボーンチャイナは陶器ではなくて…
⑬日本の神様たちがいるところ
⑯『古事記』、『日本書紀』に登場する古代の英雄。�
熊襲や蝦夷征伐で活躍した

⑰販売されている土地のこと
⑲スペイン語で「１」。同名のカードゲームも
⑳スサノオがタテ⑪に飲ませたもの
㉑無事かどうか、○○○を知りたい
㉓せんべいをこう呼ぶこともある
㉕唐辛子は何の爪？
㉖ギリシャの太陽神
㉘金星につけられた愛と美の女神の名
㉙○○○○料の「サシスセソ」

いろんな物語がある神話の世界

●先回の解答　イチネンセイ
●当選者　厳正な抽選の結果、次の５名の方に決定しました。 
〈当選者名〉（敬称略） 
高瀬喜美子（魚津）　　小林しのぶ（魚津）　　野末　　弘（加積）
小池　康晴（八尾）　　朝倉　俊輔（高岡東部）

●応募方法　Ａ～H の文字を順番に並べてできた言葉（解答）と郵便番号・
住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、下記までお送りください。
FAXでも受け付けます。５名様（正解者多数の場合は抽選）に1,000円分
の図書券を進呈します。解答と当選者は匠223号で発表します。

●応募締切日　令和７年６月30日（月）消印有効
●送付先
・ 〒939-8251 富山市西荒屋25-４　富山県建築組合連合会  
クロスワードパズル係

・FAX：076-428-8277

●本部功労者
本　部

前役職名 氏　名
会　長 根塚三起生
理　事 江島　昌和
監　事 池田美津雄

建青協議長 川波　貴之
●地域組合功労者

新川地協 富山地協 高岡地協 両砺波地協
支部名 氏　名 支部名 氏　名 支部名 氏　名 支部名 氏　名
朝日 吉江　敏則 岩瀬 奥野　智博 高岡南 松長　忠雄 城端 坂本　俊春
入善 廣多　秋光 岩瀬 小林　　旭 新湊 金澤　常男 福光 浅野　哲夫
魚津 谷口　　茂 富山 松井　正司 新湊 伏木　幹夫 砺波 永井加寿雄
魚津 肥塚　　茂 富山 藤島　章治 小矢部 西尾　　実
魚津 蜷川　靖雄 富山 石川　智章

四方 中山　孝司
呉羽 小山　浩二
大沢野 村田　博司
八尾 滝本　満也

県連ボウリング大会開催
高岡南Aﾁｰﾑ 14連勝達成!高岡南Aﾁｰﾑ 14連勝達成!

●日　時　 令和7年4月13日（日） 
午前9時30分スタート

●場　所　富山地鉄ゴールデンボウル
●参加者　27チーム（135名）

第30回

●団体戦
順位 チーム名 成績
1 高岡南A 1,511
2 西 高 岡 1,470
3 上 市 1,421
4 富 山 1,309
5 魚 津 1,299
6 入 善 1,295
7 射 水 A 1,283
8 細 入 1,273
9 高岡南B 1,227
10 大 山 B 1,225

●個人戦
順位 氏名 チーム名 成績
1 竹田�順成 高岡南A 351
2 吉江�孝人 高岡南A 343
3 山田�康司 高岡南A 323
4 星名�潤哉 上 市 322
5 袋　�敏夫 富 山 322
6 岡田�龍世 細 入 320
7 中島�拓也 青 年 部 312
8 矢冨�尚斗 西 高 岡 310
9 長田�涼平 入 善 308
10 門口�大空 入 善 305

※成績はHDCPを含みます。

研修会開催
令和7年４月11日

（金）午後１時30分か
ら富山県高岡総合
プール会議室で高岡
地区協議会の春の研
修会が開催されまし
た。
このなかで高岡地協の松原会長が講師となり、耐震

診断についての講習会が開催され、6月18日に県連
で開催を予定している「木造住宅耐震改修講習会」の
要点の説明を受けました。
当日はこの耐震診断の講習会の他に、高岡市と高岡

労働基準監督署から建築基準法の改正と労働安全衛生
についての講習を受けました。

木造住宅耐震改修講習会を開催します
日　時：令和７年６月18日（水）13：30～17：00
場　所：県連２階会議室
受講料：テキスト代5,000円
詳しくは県連ホームページをご覧ください

高岡地区協議会

４月3日（木）開催の支部長会の開催
に先立ち、建築組合連合会ならびに地域
組合の発展にご尽力いただいた、以下の
皆さんを表彰しました。ありがとうござ
いました。改めて感謝申しあげます。

本部功労者、地域組合功労者表彰

令和７年3月末の私たちの姿　支部別・職種別県連組合員数
支部別組合員数（令和７年３月末）

支　部　名 人数（人） 支　部　名 人数（人）

新
川
地
協

朝 日 83

高
岡
地
協

射 水 235
入 善 170 新 湊 210
黒 部 144 般 若 野 29
魚 津 224 高 岡 東 部 48
加 積 156 高 岡 260
上 市 88 高 岡 南 75
立 山 92 西 高 岡 82
小　計 957 太 田 19

富
山
地
協

水 橋 57 氷 見 157
三 郷 16 小　計 1,115
岩 瀬 43

両
砺
波
地
協

砺 波 116
富 山 435 井 波 39
四 方 39 福 野 45
八 幡 40 城 端 36
呉 羽 233 福 光 60
富 南 40 福 岡 29
大 山 25 小 矢 部 80
大 沢 野 86 小　計 405
婦 中 102
八 尾 93
細 入 17
山 田 8
小　計 1,234 合　　　計 3,711

職種別人数（令和７年３月末）
職　　種 人数（人） 割合（％）

建築大工 1,720 45.6
型枠大工 80 2.1
左官 13 0.3
建具・サッシ・家具工 86 2.3
塗装・看板・ガン吹工 103 2.7
建築板金工 129 3.4
鳶・解体・基礎・杭打 222 5.9
電気工 113 3.0
土工・土木 108 2.9
石工 10 0.3
鉄筋工 16 0.4
鉄骨・鉄工・溶接工 98 2.6
空調・給排水配管工 155 4.1
タイル張工 4 0.1
屋根瓦葺工・瓦工 163 4.3
造園工・植木 33 0.9
室内装飾・床張工 182 4.8
建築設計・建築管理 125 3.3
建設関係機械運転手 13 0.3
建設事務 99 2.6
防水工・コーキング工 27 0.7
ブロック・レンガ工 24 0.6
畳工 11 0.3
営業 38 1.0
建設業（その他） 139 3.7

合　　　計 3,711 100.0
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